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第１６２回女川原子力発電所環境保全監視協議会資料  

 
２０２２年１１月１７日 
東 北 電 力 株 式 会 社 

 
女川原子力発電所の状況について 

 
１．各号機の状況について（２０２２年１０月末時点） 
（１）１号機 
 ２０２０年７月２８日より，廃止措置作業を実施中。（詳細は別紙１参照） 
 ２０２２年８月１０日より，廃止措置期間中における第２回定期事業者検査を実施中。 
 今期間中に発見された法令に基づく国への報告が必要となる事象なし。法令に基づく国への

報告を必要としないひび，傷等の事象として１件が確認された。（詳細は別紙２参照） 
 

（２）２号機 
 ２０１０年１１月６日より，第１１回定期事業者検査を実施中。 
 プラント停止中の安全維持点検として，原子炉停止中においてもプラントの安全性を維持 

するために必要な系統の点検を行うとともに耐震工事等を実施中。 
 今期間中に発見された法令に基づく国への報告が必要となる事象なし。法令に基づく国への

報告を必要としないひび，傷等の事象として１件が確認された。（詳細は別紙３参照） 
 

（３）３号機 
 ２０１１年９月１０日より，第７回定期事業者検査を実施中。 
 プラント停止中の安全維持点検として，原子炉停止中においてもプラントの安全性を維持 

するために必要な系統の点検を行うとともに耐震工事等を実施中。 
 今期間中に発見された法令に基づく国への報告が必要となる事象，ならびに法令に基づく 

国への報告を必要としないひび，傷等の事象なし。 
 

２．新たに発生した事象に対する報告 
特になし 

 
３． 過去報告事象に対する追加報告 

特になし 
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４． その他（前回会議以降に公表した案件の概要） 
（１）女川原子力発電所の原子炉施設保安規定変更認可について 
 ２０２２年６月２０日，女川原子力発電所における「原子炉施設保安規定※１」の変更認可  

申請を，原子力規制委員会へ行った。 
 本申請は，工事用の土捨場の確保に伴い，周辺監視区域境界※２の一部を変更するため， 周

辺監視区域境界図を変更するもの。 
（第１６１回女川原子力発電所環境保全監視協議会報告済み） 

 ２０２２年８月３１日，原子力規制委員会より認可をいただいた。 
※１ 「核原料物質、核燃料物質及び原子炉の規制に関する法律」に基づき，原子力発電所の運転管理   

など，保安のために必要な措置を規定しているもので，原子炉設置者が発電所ごとに定めている。 
※２ 原子力施設に起因する一般公衆の年間被ばく線量が，法令に定められる１ミリシーベルトを   

超えないよう一般公衆の不要な立ち入りを制限する区域。 
 
（２）女川原子力発電所２号機における有毒ガス防護に係る設計及び工事計画変更認可について 
 ２０２１年１２月１６日，「実用発電用原子炉及びその附属施設の位置、構造及び設備の  

基準に関する規則」等の一部改正（２０１７年５月１日）を踏まえ，２号機における    
有毒ガス防護に係る「原子炉設置変更許可申請書」を，原子力規制委員会へ提出した。 

（第１５９回女川原子力発電所環境保全監視協議会報告済み） 
 その後，原子力規制委員会による審査を受け，２０２２年６月１日に原子炉設置変更許可を

いただいた。 
 これを踏まえ，２０２２年６月３０日，２号機における有毒ガス防護に係る「設計及び工事

計画変更認可申請書」を，原子力規制委員会へ提出した。 
（第１６１回女川原子力発電所環境保全監視協議会報告済み） 

 その後，原子力規制委員会による審査を受け，２０２２年９月２８日に認可をいただいた。 
 
 
 

以 上 
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女川原子力発電所１号機の状況について 
 
１．廃止措置工程について  

・1 号機の廃止措置は，全体工程（34 年）を 4 段階に区分して実施。 
・2020 年 7 月 28 日，廃止措置に係る作業に着手し，現在は第 1 段階の作業を実施。 
・2022 年 8 月 10 日より，廃止措置期間中における第 2 回定期事業者検査を実施中。 
 

 

 
 
 
 
 
 
 

注）第 2 段階以降に実施する主な作業の詳細については，第 1 段階の中で実施する「汚染状況の調査」の結果等を踏まえて策定すると
ともに，あらためて廃止措置計画の変更認可申請を行うこととしている。 

 
２．廃止措置（第１段階）における作業状況の報告について（下線部が新たにお知らせする内容） 

項目 主な作業内容 
燃料搬出 · １号機から発生した使用済燃料や未使用の燃料に関する搬出工程を検討中 

汚染状況の調査 

· 放射化汚染や二次的汚染の状況調査のため，2022/4/25〜 試料採取，放射化
学分析，配管線量測定を実施中 
· 汚染レベル別の放射性廃棄物量算出のため，2022/4/1〜 解体廃棄物量評価

（原子炉格納容器内機器）を実施し，2022/9/28 に完了。2022/7/4〜 解体廃
棄物量評価（放射性廃棄物処理建屋内機器）に着手。その他の箇所解体廃棄
物量の詳細評価方法を検討中 

汚染の除去 
· 放射性物質による汚染が想定される機器や配管について，除染箇所，除染

方法の検討中 

設備の解体撤去 
· その他の放射性物質による汚染のない区域に設置されている設備の解体 

範囲を検討中 
放射性廃棄物の
処理処分 

· 汚染状況の調査や設備の点検等に伴って発生した雑固体廃棄物等の放射性
廃棄物を，圧縮減容等により処理し，固体廃棄物貯蔵所に保管中 

その他 特になし 

以上 

別 紙 １ 



⼥川１号機 原⼦炉建屋天井クレーン⾛⾏部⽀持台座のき裂について

 ２０２２年５月に実施した天井クレーン※1の定期点検において，クレーン⾛⾏部の⽀持台座にき裂が発⽣していることを確認した｡
 状況を確認するため，同年７月から８月にかけて詳細点検を実施した結果，合計８カ所のき裂※2を確認した。
 このき裂は２０２１年１２月に実施した定期点検において確認されていないことから，２０２２年３月１６⽇の地震の揺れにより

発⽣したものと推定している。
 天井クレーン（安全上重要な設備）のき裂は当該設備を使⽤していない期間（機能が要求されない期間）に発⽣した事象であること，

また，天井クレーン本体の落下防⽌機能および燃料の落下防⽌機能に影響がないことを確認している。
 今後，準備が整い次第，⽀持台座の交換等を⾏う。
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⼥川１号機 原⼦炉建屋天井クレーン⾛⾏部⽀持台座のき裂に係る概要図

※1 原⼦炉建屋最上階に設置され，主に新燃料や原⼦炉格納容器・原⼦炉圧⼒容器の蓋などを吊上げるための設備
※2 き裂の⼤きさは，最⼤で⻑さ約60mm×幅約1mm×深さ約10mm



⼥川２号機循環⽔ポンプ（Ａ）動⼒ケーブルの損傷について

１．事象の概要
 ２０２２年１０⽉２０⽇，⼥川原⼦⼒発電所２号機の海⽔ポンプ室で実施していた耐震裕度向上⼯事※1において，

コンクリート壁の削孔作業中に，敷設していた循環⽔ポンプ※2（Ａ）の動⼒ケーブルを損傷させる事象が発⽣した。
 循環⽔ポンプ（Ａ）は，現在，第１１回定期事業者検査のため停止しており，プラントの安全性に影響を与えるものでは

ない。また，循環⽔ポンプ（Ａ）の動⼒ケーブルは，今後，交換する予定である。
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※１既設コンクリート壁に穴をあけて補強用の鉄筋を差し込み，充填材で固定することにより，耐震性を向上させる⼯事
※２蒸気タービンを回した後の蒸気を復⽔器で冷却して⽔に戻すため，復⽔器に冷却⽔として海⽔を供給するポンプ

循環⽔系概略図 海⽔ポンプ室断面図
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２．原因と再発防止対策
 今回の事象は，削孔作業中のドリルが循環⽔ポンプ（Ａ）の動⼒ケーブルを敷設している埋設電線管※３に接触して停止

した際に，作業員が埋設電線管を建設時に鉄筋を組み⽴てる際などに用いた鋼材（以下，「埋設鋼材※４ 」という。）と
誤認したことに加え，作業手順書における埋設物に接触した際の対応ルールの記載がわかりにくく，削孔作業を継続したた
め発⽣したもの。

 過去の類似事象※５と同様の事象が発⽣したことを踏まえ，改めて原因分析を⾏い，再発防止対策を講じているところ。

（１）過去の類似事象と今回の事象の比較

事象が発生した工事 再発防止対策
過去の
類似事象

• 鉄筋コンクリート中に補強鉄筋を施⼯する
ための削孔作業（本削孔）中に発⽣

• 本削孔における埋設物に接触した場合の削孔継続
の判断方法を明確化

• 埋設物に接触した場合の削孔継続可否は，当社
社員が確認した上で判断

今回の事象 • 過去の類似事象を踏まえた新たな取り組みと
して実施している，本削孔前に鉄筋コンク
リート中の埋設電線管の位置を特定するため
の探り削孔中に発⽣

• 探り削孔では，埋設物に接触した際は削孔
作業の継続を禁止するルールとしていた

（次ページ参照）

※３ コンクリート壁などにケーブルを敷設するために設置した電線管
※４ 建設時に鉄筋を組み⽴てる際などに用いた鋼材であり，構造上必要ないため削孔しても問題はない
※５ 2021年10⽉9⽇，⼥川２号機の原⼦炉補機冷却海⽔ポンプ(C)の動⼒ケーブル被覆の⼀部を損傷させた事象

（第158回⼥川原⼦⼒発電所環境保全監視協議会に報告済み）
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※６ 電線管を敷設する際，コンクリート内の鉄筋を回避する必要があることから，現場合わせにより図面と異なる位置に敷設される場合がある

（２）今回の事象の原因と再発防止対策
今回特定した原因を踏まえ，再発防止対策を講じている。
また，当社社員による現場観察を通じて再発防止対策の実施状況を確認していく。

探り削孔作業の断面図
（イメージ）

探り削孔方向

想定の埋設物
（埋設電線管）

の位置

実際の埋設物
（埋設電線管）

の位置

コ
ン
ク
リ--

ト
壁

削孔ドリル
原因②
• 探り削孔手順において「埋設物
に接触した際は削孔作業の
継続を禁止する」というルールの
記載がわかりにくかった

原因①
• 作業員は，予め図面で想定
していた位置よ りも手前で
埋設物に接触したことから埋設
電線管を埋設鋼材と誤認し，
削孔作業を再開した
（当社から，予め図面で想定
した埋設物の位置情報が必ず
しも正しくないこと※６の説明が
不⾜していた）

再発防止対策②
• 「探り削孔時に埋設物に接触し
た際は削孔作業の継続禁止」
というルールがより明確となるよう，
手順書の記載を⾒直す

• 毎朝の作業前ミーティング時に，
上記ルールを現場管理者から
作業員に対して直接伝達する

• また，探り削孔の作業員を腕章
の着用によって明確にするなど，
現場管理を強化する

再発防止対策①
• 予め図面で想定した埋設物の
位置情報が必ずしも正しくない
ことを手順書に記載するとともに，
作業員に再周知する

２．原因と再発防止対策（続き）


